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（医療機関ID申請ベース）

うち、クラウド版
 9,000突破

うち、病院   675施設
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令和５年８月３０日
第4回「医療DX令和ビジョン2030」

厚生労働省推進チーム

オンライン
資格確認

マイナ
保険証

電子
処方箋 標準型

電子カルテ
電子カルテ情報
共有サービス

診療報酬改定DX



医療DXに対応するためのキーワード（まとめ）
• オンライン資格確認／マイナ保険証

–医療DX推進体制整備加算でのマイナ保険証利用率の引き上げ P10
– オン資のスマホ対応（導入補助あり） P13
– スマホに対応できるまではポスターを貼る P14

• 顔認証カードリーダの買い換えタイミングも考慮

• 電子処方箋
–紙の処方箋からはじめる P20

→医療DX推進体制整備加算の条件
–厚労省のセルフチェックリストも参考になる P22
–導入補助がある P18

• 電子カルテ
– 「医療情報共有アプリ（仮称）」で、紙カルテの医院も電カル情報共有サービスに対応できるようになる  P27
–診療所向け標準型電子カルテの提供はあと2年待ち（2027年度 クラウド前提） P33
–電子カルテ導入やリプレイスでは、今年度策定される「標準仕様」に則ったものを選ぶ P33

• 予想される標準仕様：クラウド／3文書6情報／電子処方箋／共通算定モジュール
–中小病院向けの標準型電子カルテは標準仕様の策定のみ P31

• 標準型レセコンも標準仕様策定のみ P56

• サイバーセキュリティ対策
– オフラインバックアップで最終防衛ラインを P61
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• オンライン資格確認／マイナ保険証

• 電子処方箋

• 標準型電子カルテ

• 電子カルテ情報共有サービス

• 診療報酬改定DX

• セキュリティ対策について

•（まとめ）医療DXに対応するためのキーワード

Agenda
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令和５年６月２日
医療ＤＸ推進本部決定

今年度
スケジュールの改定あり
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令和５年８月３０日
第4回「医療DX令和ビジョン2030」

厚生労働省推進チーム

マイナ
保険証

オンライン
資格確認



• 2024年12月2日 健康保険証の新規発行停止
–マイナ保険証の診察券との一体化

• 2024年12月9日 救急患者の医療情報確認

• 2025年 スマホ搭載（補助開始）

※マイナポイントキャンペーン時のユーザの期限切れ
（5年）に注意

マイナ保険証
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• 2023年4月 導入の原則義務化（医科）

• 2024年3月 生活保護の医療扶助の資格確認

• 2024年6月 導入の原則義務化（訪看ST）

• 災害時モード

• 2025年9月 スマホ対応

オンライン資格確認
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中医協 総－２－１
R7.7.23
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【補助事業開始時期】

補助の流れ
①医療機関等向け総合ポータルサイトにて、クーポンコードを取得する。
②Amazonビジネスの指定された専用ページにて、汎用カードリーダー等を選択。
③決済画面にて、ポータルサイトで取得したクーポンコードを使用。

マイナ保険証のスマホ搭載対応（導入に係る補助）
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https://iryohokenjyoho.service-now.com/csm?id=kb_article_view&sysparm_article=KB0012330



マイナ保険証のスマホ搭載対応（導入に係る補助）

13

【医療機関等向け総合ポータルサイト】
外来診療等におけるスマートフォンのマイナ
保険証利用への対応について(補助対象
製品)

https://iryohokenjyoho.service-
now.com/csm?id=kb_article_view&sysparm_article=KB0012
359
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令和５年８月３０日
第4回「医療DX令和ビジョン2030」

厚生労働省推進チーム

電子
処方箋



• 2024年12月20日 システム停止
＜ダミーコードとハウスコードの紐付け一斉点検＞

→経過措置医薬品（YJコード廃止医薬品）
→一般名処方加算の算定できない医薬品

• 2024年12月27日 再稼働
→厚労省への点検報告が必要

•   2025年1月23日 院内処方（プレ稼働）

• 2025年夏頃にスケジュール・補助金等 更改

• 2025年11月1日 用法マスタの改訂

電子処方箋
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令和7年度における電子処方箋の導入補助について
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【医療機関等向け総合ポータルサイト】
電子処方箋管理サービス等関係補助金の
申請について

https://iryohokenjyoho.service-
now.com/csm?id=kb_article_view&sysparm_article=KB0010
040

【種類】
・ 初期導入
・ 機能拡充

> リフィル
> 院内処方 など



電子処方箋導入セルフチェックリスト（厚労省）
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https://www.mhlw.go.jp/stf/denshishohousen.html#2.1
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令和５年８月３０日
第4回「医療DX令和ビジョン2030」

厚生労働省推進チーム

標準型
電子カルテ



• 2025年4月 α版モデル事業開始
（無床診療所）

→2025年6月まで追加開発

• 2025年度 本格展開に向けたα版の改修

標準型電子カルテ
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2026年度末 完成予定
（診療所版）
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HL7 FHIR
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令和７年１月３１日
第３ 回標準型電子カルテ検討ワーキンググ

ループ資料（追記あり）

医療情報共通アプリ（仮称）
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令和７年１月３１日
第３ 回標準型電子カルテ検討ワーキンググ

ループ資料（追記あり）

医療情報共通アプリ（仮称）
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令和７年１月３１日
第３ 回標準型電子カルテ検討ワーキンググ

ループ資料（追記あり）
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令和７年１月３１日
第３ 回標準型電子カルテ検討ワーキンググ

ループ資料（追記あり）

今年度
スケジュールの改定あり（次頁）
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令和７年７月１日
第7回「医療DX令和ビジョン2030」

厚生労働省推進チーム



日本医師会 紙カルテ利用の診療所の電子化対応可能性に関する調査
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令和５年８月３０日
第4回「医療DX令和ビジョン2030」

厚生労働省推進チーム

電子カルテ情報
共有サービス



• 2025年度中に本格稼働
→医療法等改正案の成立待ち

–診療情報提供書送付サービス（退院時サマリ含む）
–健診結果報告書閲覧サービス（遅れ）
–6情報*閲覧サービス
–患者サマリー閲覧サービス（PHR）

*傷病名、アレルギー情報、感染症情報、
薬剤禁忌情報、検査情報、処方情報

電子カルテ情報共有サービス
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confidential
4343

ORCAクラウド
(レセコン）

クリニック 標準型電カルサーバ
（外注検査連携機能）

医‘sアシスト
AZUREクラウド

HL7

HL７⇔MEDIS変換

JLAC10検査コード変換

会計レセ処理

標準電カル公開API

医師会センター
共同利用施設

民間臨床検査
センター

標準電カル（WEB)

検査連携
（依頼報告）
予約・問診
メッセージ
検査
PHR

（仮称)医’sコネクトで各センターにデータを変換し送る運用構
築を検討しています。

MEDS

MEDIS依頼・報告

依頼・報告

依頼・報告
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令和６年８月８日
令和6年度 保健師中央会議



「医療保険情報取得API」とは
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「医療保険情報取得API」を利用することで、利用者の同意を得た上で、医療保険情報を外部の
Webサービス提供者へ提供することができるようになります。マイナポータルで事前に代理人登録するこ
とで、代理人は委任者の「医療保険情報」を取得できます。

https://myna.go.jp/html/api/medicalexaminfo/index.html



具体的に推進すべき施策
（「経済財政運営と改革の基本方針 2 0 2 2」（令和 4年 6月 7日閣議決定）より抜粋して一部改変）

（１）「全国医療情報プラットフォームの創設」
オンライン資格確認等システムのネットワークを拡充し、レセプト・特定健診等情報に加え、予防接
種、電子処方箋情報、自治体検診情報、電子カルテ等の医療（介護を含む）全般にわたる情
報について共有・交換できる全国的なプラットフォームを創設。

（２）「電子カルテ情報の標準化等」
医療情報の共有や交換を行うに当たり、情報の質の担保や利便性・正確性の向上の観点から、そ
の形式等を統一。その他、標準型電子カルテの検討や、電子カルテデータを、治療の最適化やＡ
Ｉ等の新しい医療技術の開発、創薬のために有効活用することが含まれる。

（３）「診療報酬改定ＤＸ」
デジタル人材の有効活用やシステム費用の低減等の観点から、デジタル技術を利活用して、診療
報酬やその改定に関する作業を大幅に効率化。これにより、医療保険制度全体の運営コスト削減
につなげることを目指す。

※医療情報の利活用に係る法制上の措置等を講ずることとしている点についてもフォローアップを行う。
48

第１回医療DX推進本部

（令和４年10月12日）



月 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

国の動き
等

２月上旬
中医協答申

３月上旬
関係告示等
３月下旬
電子点数表

４月１日
施行

５月10日
初回請求

ベンダ
作業内容

改定対応
人数

通常保守人数
＋数人

通常保守人数
×1.5～２倍

通常保守人数
×2.5～３倍

通常保守人数
（経過措置対応が必要な場合＋数人）

診療報酬改定への対応状況（現状と課題）

窓口負担金計算向け
対応

初回請求向け
対応

中医協の資料等を確認し、
ソフトウェア改修への影響を見極め

作業のピーク

改 修 テスト導入
支援

電カルとの連携対応
＋ 随時、必要に応じた対応

・現状、ベンダや医療機関等においては、診療報酬改定に短期間で集中的に対応するため、大きな業務負荷が生じている。
 改定施行日（４/１）からの患者負担金の計算に間に合うように、ソフトウェアを改修する必要がある
※３月に支払基金から電子点数表が示されてはいるものの、その段階では既にソフトウェア改修作業の大半は終了している

 ソフトウェアのリリース後も、４月診療分レセプトの初回請求（５/10）までに、国の解釈通知等について更に対応が必要

中医協での議論

疑義解釈、変更通知等

～３月末
施行日向け
リリース

～５月初旬
初回請求向
けリリース

作業負荷を
平準化できないか

各ベンダがそれぞれ行っている作業を１つにまとめられないか

②施行時期の検討

①診療報酬算定・患者の窓口負担金計算を行うための全国統一の共通的な電子計算プログラム＝共通算定モジュールの開発

第１回医療DX推進本部幹事会
（令和４年11月24日）資料
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• 2024年6月 診療報酬改定施行時期の変更
–4月→6月

• 共通算定モジュールの開発（窓口計算）
–2026年6月目処

• 請求支援機能の追加開発（レセプト作成）
–2028年目処

診療報酬改定DX
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共通算定モジュールの機能と役割
（月刊基金 2025年1月 より）



共通算定モジュール提供の仕組み
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（月刊基金 2025年1月 より）



共通算定モジュール 開発スケジュール
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（月刊基金 2025年1月 より）



請求支援機能（仮称）のイメージ
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（月刊基金 2025年1月 より）
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令和７年７月１日
第7回「医療DX令和ビジョン2030」

厚生労働省推進チーム

レセコンも同様



セキュリティ対策について（可能性はゼロにはならない）

• 必ずミスは起こる
–メンテナンス担当者も人間であり、メーカの製品もバグがある為、サプライチェーン攻撃は当面有効
–必ずうっかりする職員はいる
–ソーシャルハッキングもありうる

• 対策１ EDR（Endpoint Detection and Response）など
–いつか必ずランサム等にやられることを前提に、不穏なデータの流れの検出や阻止

• 対策２ ゼロトラスト
–外部から侵入されても内部を荒らされない為の都度の認証システム

• 対策３ オフラインバックアップ
–ランサムにやられて、院内のデータが使えなくなっても戻せるという余裕がでる
–自然災害などによるディザスタリカバリ対策にもなる
–リアルタイムバックアップではない為、リカバリ時のタイムラグ対策が必要
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上記を踏まえ、医療機関等に対し以下の対策を推奨いたします。

１．遠隔業務システム等を含む外部へのネットワーク接続を前提と
するシステムについて、委託先管理も含めて現状を再点検し、脆弱
性対策やウイルス対策ソフトの更新等を行うこと

２．現在猛威を奮うランサムウェア対策として、オフライン環境での
データのバックアップを確実に保存しておくこと。（オンラインバックアッ
プでは、ネットワークを介して暗号化が進行してしまうリスクが高い）

３．万が一事故が発生した場合の初動対応等についてマニュアル
等の文書を整備し、インシデントレスポンスの依頼先についても、事
前に検討しておくこと

【参考】日本病院会の注意喚起（2021.7.16)
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（第８回健康・医療・介護情報利活用検討会医療等情報利活用ワーキンググループ 2021.12.17）

バックアップ



• オンプレミス／クラウドのハイブリッド環境の整備とオプション化
WebORCAハイブリッド版の提供開始
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オンプレ
WebORCA

ハイブリッド
WebORCA

クラウド
WebORCA

通常時

院内ネットワーク

Aデータセンター

オンプレユーザ

院内ネットワーク

クラウドユーザ
オフライン
バックアップ

オフライン
バックアップ

通常時

Bデータセンター

（緊急時用クラウド環境）

（緊急時用オンプレ環境）

リストアリストア

※オンプレ・クラウドユーザ双方にオフラインでの3-2-1バックアップを推奨
※緊急時に短時間でリストアして運用できる。リカバリ時のためのツールも用意
※連携する電子カルテメーカにも緊急時の接続先の考慮を働きかけ

10,000
ユーザ

9,000
ユーザ



医療DXはまだまだ続く
–オンライン資格確認

–電子処方箋
–全国医療情報プラットフォーム

–標準的電子カルテ
–診療報酬改定DX

–行政書類の電子署名とワンストップ
–AI技術／PHR

–キャッシュレスの進展

おすすめフレーズ
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「ORCA を使っていれば医療DXにも安価で安心」



たゆまぬ進化

•信頼と安心は損なわず

•画面や操作感はそのままに

•大幅に動作速度を改善し

• Web技術を取り込んで

•デバイスやOSを選ばず

•院内型※でもクラウド型でも

•大規模災害にもより強く※
※2022～2023年度対応済み
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これからもよろしくお願い申し上げます
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